


秋の星空は一大絵巻物！

物語に登場する”メドゥーサの首”を探そう！

春は大きな星座、夏は濃い天の川、冬は明る
いカラフルな1等星たち、というように各季
節の星空にはそれぞれの魅力があります。
今から見頃を迎える秋の星空には、ギリシャ
神話に登場する古代エチオピア王国の物語が
広がっています。
登場する星座は、ケフェウス座、カシオペヤ登場する星座は、ケフェウス座、カシオペヤ
座、アンドロメダ座、くじら座、ペルセウス
座、ペガスス座の６星座です。

物語は、ケフェウス王とカシオペヤ王妃が治める古代エチオピア王国から始まります。
国王夫妻は娘のアンドロメダを大変可愛がっていましたが、カシオペヤが娘の美しさ
を海の神ポセイドンの娘たちよりも優れていると自慢したため、ポセイドンの怒りを
買い、エチオピアの海岸にお化けくじらが差し向けられました。
国を救うため、アンドロメダは岩に鎖で繋がれ生贄にされましたが、英雄ペルセウス国を救うため、アンドロメダは岩に鎖で繋がれ生贄にされましたが、英雄ペルセウス
がペガススに乗って現れ、怪物メドゥーサの首を使いお化けくじらを石に変えて、ア
ンドロメダを無事救ったという話です。

物語に登場する”メドゥーサの首”にあたる星を
ペルセウス座に見つけることができます。
アルゴルという、２.1等星から３.4等星まで明る

さを周期的に変える「変光星」で、変更の周期は、
およそ６９時間です。
２～３日周期で明るさが変化する様子を見た古代
ギリシャの人々はこの星に怪物メドゥーサの怪しギリシャの人々はこの星に怪物メドゥーサの怪し
さを思い描いたのかもしれません。
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